
様式第1号(第6条関係) 

令和２年度 ＰＰＤＣＡサイクル表 

  台帳番号 令和２年度 ７ 番   当初起案日 令和２年１月１０日 

所  管 議会活性化特別委員会   担当者 職・氏名 係長 高 橋 英 樹  

サイクル 年 月 日 内   容   等 

計画 

Plan 

 

 

 

 

2.1.10 議会活性化特別委員会を開催し、次のとおり計画を決定 

誰が：議会が 

いつ：令和２年夏に 

どこで：市内１０会場で 

何を：令和２年度議会報告会を 

なぜ（何のために）：議会基本条例第18条の規定に基づく、市民が参加す

る議会実現のため、市民・議員が自由に意見交換するために 

どうする：開催する。 

手順・ 

経過 

Process 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.10 

 

 

 

 

2.1.11 

2.1.21 

 

2.2.13 

 

 

2.2.14 

2.2.21 

2.4.2 

 

2.4.9 

 

 

 

委員会を開催。 

次の事項を委員会として決定した。 

・夏（７、８月）に実施する。 

・意見交換は、原則グループトーク方式とする。 

・市内11地区で行うこととし、２年前の開催地区とする。 

議長に委員会で決定した実施方針について報告。 

議長から議会運営委員会に諮り、議長への報告のとおり、令和２年度議会報

告会の時期を夏とする実施方針を決定。 

委員会を開催。 

班割り、担当地区を決定した。また、議員のファシリテーションスキル向 

上のための研修会を開催する方針を決定した。 

議長に委員会で決定した実施方針について報告。 

議長から議会運営委員会に諮り、委員会で決定した実施方針を承諾。 

連携協定を締結する金沢大学法科大学院からの紹介を受け、正副委員長がフ

ァシリテーション力向上のための議員研修の講師予定者と打ち合わせ。 

委員会を開催。 

担当地区について、新鮮味や議会への興味・関心の向上等の観点から、各

班とも平成30年度及び令和元年度とは別の地区を担当する変更案を協議し

た。また、市民向けの名称として「議会おでかけトーク」とすることを決定

議会報告会 



手順・ 

経過 

Process 

（続き） 

 

 

 

2.5.14 

 

 

 

 

 

 

2.8.12 

 

した。 

そのほか、議員研修について、メインファシリテーター研修を５月半ばに、

また、全体研修を６月１日（月）に行うことを決定した。 

委員会を開催。 

 新型コロナウイルス感染防止の観点から、当初予定していた夏の開催を取

りやめ、秋（１０月、１１月）の開催とすることを決定。それに伴い、ファ

シリテーター研修を中止し、本年度の意見交換は従来どおり、全体での手上

げによる意見交換とすることとした。 

ただし、秋の開催についても、新型コロナウイルスのまん延状況等を踏ま

え、８月に開催する委員会で、開催の是非について最終判断することとした。 

委員会を開催。 

新型コロナウイルスの市内感染の拡大や収束見込も立たない状況を踏ま

え、本年度の議会報告会を中止とした。 

実行 

Do 

2.8.21 

 

議会運営委員会を開催。 

委員会で決定した議会報告会の中止の方針が承諾された。 

なお、本年度は議会報告会の代替手段として、10月に、ケーブルテレビを

活用した広報番組を制作し、放送することとした。 

検証 

Check 

    

改善 

Action 

  

 


